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●教育委員　　4名

予算に関する説明書ページ数 P69

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課

事業進捗度(年度末目標） － 教育委員会費

当 初 予 算 額 2,459,000 円

目
的

教育行政の活性化を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 教育委員会費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

人件費コスト  B 0.5人役 3,637,500 円 総事業費　　A+B 6,096,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 2,459,000 円

　定期的な教育委員会の開催、学校訪問を行い、学校との連絡を密にし、安来市教育大綱に基づき、教育問題への
対処、教育行政の円滑化、活性化を図る。

【教育委員会費】 2,459,000円 0円 0円 0円 2,459,000円

一般財源
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　学校配布物印刷、事務局の運営経費。

　教育行政の円滑な運営・振興・発展及び他団体との連携のための負担金の支出。

【安来市ＰＴＡ活動交付金交付事業】

　対　　象　安来市立小中学校のPTA、安来市PTA連合会

　対象事業　安来市立小中学校のPTAが行う研修会、講演会等の開催その他これに類する事業

ＰＴＡ活動の様子

予算に関する説明書ページ数 P69

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課

事業進捗度(年度末目標） － 事務局費

当 初 予 算 額 7,016,000 円

目
的

教育委員会事務局の円滑な事務運営を実施
する。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 事務局費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

人件費コスト  B 0.3人役 2,182,500 円 総事業費　　A+B 9,198,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 3,604,000 円

一 般 財 源 3,412,000 円

【事務局運営事業】 6,416,000円 0円 0円 3,604,000円 2,812,000円

一般財源

　安来市小中学校のPTA活動の推進を図り、もって教育振興の拡充に資するため、安来市PTA活動交付金を交付す
る。

600,000円 0円 0円 0円 600,000円
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　各学校の教職員を対象に健康診断、胃がん検診及び養護教諭のみＢ型肝炎抗体検査を実施する。

　各小学校におけるプールの水質検査及び飲料水検査を実施し、施設の衛生管理に努める。

就学時健康診断会場

予算に関する説明書ページ数 P71

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

事業進捗度(年度末目標） － 事務局費

当 初 予 算 額 7,755,000 円

目
的

児童生徒、教職員の健康状態を把握し、そ
の保持増進を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 保健事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

人件費コスト  B 0.6人役 4,365,000 円 総事業費　　A+B 12,120,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,219,000 円

一 般 財 源 6,536,000 円

　独立行政法人スポーツ振興センターと学校設置者との契約により、学校の管理下における児童生徒等の災害（負
傷、疾病、障害又は死亡）に対し災害給付金（医療費、障害見舞金又は死亡見舞金）の支給を行う。

【災害給付金】 2,665,000円 0円 0円 1,219,000円 1,446,000円

一般財源

【就学時健康診断】 1,073,000円 0円 0円 0円 1,073,000円

【教職員健康診断及び各種検査】 3,598,000円 0円 0円 0円 3,598,000円

　安来市歯科医師会代表、保健主事、養護教諭等で構成する安来市学校保健会に対する負担金。
　学校保健功労者への表彰、学校保健に関する研修、さらには保護者も対象とした講演会を開催するなど、学校医
や学校薬剤師、養護教諭等が連携し学校保健の普及と向上に努める。

【フッ化物洗口事業】 232,000円 0円 0円 0円 232,000円

　学校管理下において被災した児童生徒について、医療機関での診察が必要であると判断した場合、タクシー等に
よる移送を行う。

【学校保健会】 149,000円 0円 0円 0円 149,000円

　小学校就学予定者を対象に、内科、歯科、耳鼻咽喉科及び眼科医による健康診断や視力・聴力測定及び知的発達
スクリーニング検査を実施する。

【医療機関移送】 38,000円 0円 0円 0円 38,000円

　永久歯のむし歯予防対策として効果が高いとされるフッ化物によるフッ化物洗口を実施し、学童期のむし歯本数
の低減を図る。フッ化物洗口薬品（ミラノール顆粒他）及び容器の購入代。
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基金

ふるさとに根ざした道徳教育推進事業

　中学生への講話

中事業 生涯学習の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 ふるさと教育推進事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

予算に関する説明書ページ数 P71

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

地　方　債 0 円

そ　の　他 5,000,000 円

一 般 財 源 600,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 事務局費

当 初 予 算 額 7,325,000 円

目
的

家庭や地域と連携し、地域の教育支援を活
用できる「ふるさと」を切り口に児童・生
徒の豊かな人間性や社会性を育む。

財
源
内
訳

国・県支出金 1,725,000 円

【ふるさと教育推進事業】 6,762,000円 1,725,000円 0円 5,000,000円 37,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,182,500 円 総事業費　　A+B 9,507,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

全国学力調査の児童質問紙への回答割合（地域行事への参加）　小学生

全国学力調査の生徒質問紙への回答割合（地域行事への参加）　中学生

成果指標

　地域の「人・もの・こと」に関わる学習を通して地域に対する誇りと愛着をもち地域に貢献する心情や態度を育
てる。

現状値

77.7%（H30）

56.9%（H30）

目標値

80.0%

60.0%

　島根県の中学校道徳教材に採用された「加納莞蕾」に関連付け、加納美術館において名誉館長から直接講話を聞
くなどし、平和を大切に思う心情をより育むとともに、ふるさとを誇りに思う心情を醸成する。

【ふるさとに根ざした道徳教育推進事業】 563,000円 0円 0円 0円 563,000円
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【外国語指導事業】

平成27年度　ALT　４名　小中学校２２校　幼稚園５園

平成28年度　ALT　４名　小中学校２２校　幼稚園、保育所、認定こども園１５所園　

平成29年度　ALT　４名　小中学校２２校　幼稚園、保育所、認定こども園１５所園

平成30年度　ALT　５名　小中学校２２校　幼稚園、保育所、認定こども園１５所園

令和元年度　ALT　６名　小中学校２２校　幼稚園、保育所、認定こども園１５所園

令和２年度　ALT　６名　小中学校２２校　幼稚園、保育所、認定こども園１５所園

【英語力向上事業】

外国人指導助手と小学生との授業

外国人指導助手と中学生との

イングリッシュキャンプ

予算に関する説明書ページ数 P71

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

事業進捗度(年度末目標） － 教育支援事業費

当 初 予 算 額 28,636,000 円

目
的

各幼稚園、保育所、認定こども園、小中学
校に外国語指導助手（ＡＬＴ）を配置し、
児童・生徒の国際理解の促進や英語による
コミュニケーション能力の向上を図る。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 外国語指導事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

人件費コスト  B 0.4人役 2,910,000 円 総事業費　　A+B 31,546,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 67,000 円

一 般 財 源 28,569,000 円

　ＪＥＴプログラムを活用し、市内各認定子ども園、保育所、幼稚園及び小中学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）６
名を巡回指導させ、児童・生徒が外国語（英語）を身近に感じることで他国文化への興味・関心を養うとともに、
コミュニケーション能力の向上を図る。

28,216,000円 0円 0円 67,000円 28,149,000円

一般財源

　英語圏の児童生徒との交流事業の実施や、英語に関心のある児童生徒を対象にＡＬＴや英語教員とともに行うイ
ングリッシュキャンプの実施などを通じて、安来市内の小中学校の児童生徒の英語力向上を図る。

420,000円 0円 0円 0円 420,000円
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　市内全小中学校の就学援助児童生徒の学校給食費のほぼ全額の援助を行う。

　また、小中学校の新入学児童生徒の就学援助認定保護者に対し、新入学学用品費の入学前支給を行う。

予算に関する説明書ページ数 P71

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

事業進捗度(年度末目標） － 教育支援事業費

当 初 予 算 額 112,397,000 円

目
的

児童・生徒の個性に応じた教育の推進及び
家庭や地域に対する働きかけにより、教育
力の向上を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 6,608,000 円

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 教育支援事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

人件費コスト  B 1.5人役 10,912,500 円 総事業費　　A+B 123,309,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 43,136,000 円

一 般 財 源 62,653,000 円

【学校人権同和教育事業】 3,257,000円 0円 0円 7,000円 3,250,000円

　指導講師及び該当校に支援員を配置し、個別に配慮を必要とする児童・生徒に対する支援を行うとともに、研修
会等を通じて教職員の指導や支援等の向上を図る。小学校と中学校に支援員を配置し、特別支援教育の充実を図
り、一人一人の学びを保障する。

【特別支援教育事業】 38,504,000円 0円 0円 115,000円 38,389,000円

一般財源

　子どもと親の相談員を配置し、児童の悩み相談、家庭と地域、小中学校間や児童福祉施設等との連携支援を行
う。

【スクールソーシャルワーカー配置事業】 2,107,000円 2,100,000円 0円 0円 7,000円

　いじめ相談窓口相談員を配置し、教育相談の視点から教育支援センターとの連携を強化し、不登校相談やいじめ
防止に関する専門的な教育相談を行う。また、いじめの早期発見・対応のためのアンケート調査を実施し支援の必
要な児童等への対応を行う。

【子どもと親の相談員配置事業】 1,268,000円 1,268,000円 0円 0円 0円

　指導講師による各校での職員研修や指導助言、学校人権・同和教育推進連絡協議会を通じ中学校区ごとの研究会
開催や講演会の開催などにより市内幼稚園・小中学校の人権・同和教育の推進を図る。

【いじめ防止対策推進事業】 4,523,000円 755,000円 0円 7,000円 3,761,000円

　島根県から派遣された３名の指導主事により、特別支援教育や児童・生徒の学力向上支援等、多岐にわたる教育
課題について指導や支援を行う。

【就学援助事業】 45,276,000円 2,485,000円 0円 42,000,000円 791,000円

　小児科医師等による面接相談や発達相談等を行うとともに、支援が必要と思われる幼児とその保護者に対し継続
した電話相談の実施や『すこやか教室』での療育を行う。

【指導主事派遣事業】 11,943,000円 0円 0円 0円 11,943,000円

　児童・生徒の様々な環境に働きかけたり関係機関等とのネットワークを活用するなど多様な支援を行うことで、
いじめや不登校などの生徒指導上の課題に対応する。

【就学移行支援事業】 516,000円 0円 0円 0円 516,000円

　特別支援学級の児童・生徒の保護者の経済的負担の軽減及び経済的理由により就学が困難と認められる児童・生
徒の保護者に対し、学校給食費、学用品費等について必要な援助を行う。



　教科書改訂を目的とした松江採択地区教科用図書選択協議会運営のための負担金。

　令和２年度教科書改訂あり。

　　学校人権同和教育事業

　全小中学校教員対象講演会

【連携教育推進事業】

　新学習指導要領の全面実施に向け、教育のＩＣＴ環境の整備を行う。
その一環として、情報活用教育推進指導講師に事業を嘱託することにより、ＩＣＴ機器を活用した情報活用教育の
推進、情報モラル教育の推進、図書館活用教育充実のために学習指導やカリキュラム編成や研修等について指導助
言を行う。

【教科用図書選択協議会事業】 177,000円 0円 0円 0円 177,000円

【ＩＣＴ環境整備事業】 3,826,000円 0円 0円 7,000円 3,819,000円

1,000,000円 0円 0円 1,000,000円 0円

 各中学校区ごとに小中学校が相互の連絡調整や研修会等の実施、さらには保護者や地域への啓発を行うなどし、
児童・生徒の学力向上や生徒指導上の諸課題の解決に取り組む。
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調理実習 野外学習

農業体験（収穫）

予算に関する説明書ページ数 P71

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

事業進捗度(年度末目標） － 教育支援事業費

当 初 予 算 額 17,587,000 円

目
的

心理的・情緒的な要因で学校へ登校できな
い状態や集団に適応できない状態にある児
童・生徒の支援を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 教育支援センター運営事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

人件費コスト  B 0.3人役 2,182,500 円 総事業費　　A+B 19,769,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 13,022,000 円

一 般 財 源 4,565,000 円

　センター長１名、支援員及び相談員９名を配置し、心理的・情緒的な要因で登校できない状態や集団に適応でき
ない状態にある児童・生徒の学校復帰及び社会的自立を目指した支援の場として、教育支援センター『あすなろ』
の運営を行う。

【教育支援センター運営事業】 17,587,000円 0円 0円 13,022,000円 4,565,000円

一般財源
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諸収入

※現状値：平成31年3月末

【学校図書館活性化事業】学校図書館活用教育研修会

予算に関する説明書ページ数 P71

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

事業進捗度(年度末目標） － 教育支援事業費

当 初 予 算 額 50,254,000 円

目
的

読書活動と学校図書館活用教育の推進を図
る。

財
源
内
訳

国・県支出金 14,300,000 円

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 学校図書館活性化事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 教育総務費

人件費コスト  B 0.3人役 2,182,500 円 総事業費　　A+B 52,436,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 125,000 円

一 般 財 源 35,829,000 円

成果指標 現状値 目標値

　全ての学校図書館に学校司書を配置することにより、学校図書館に読書センター、学習センター等の機能を持た
せ、児童・生徒の読書活動が促進されるとともに学校図書館を活用した授業が展開されることで、児童・生徒の豊
かな心と思考力・表現力等の育成を図る。

【学校司書等配置事業】 45,514,000円 14,300,000円 0円 119,000円 31,095,000円

一般財源

4,734,000円

　学校図書館支援センタースタッフ配置による支援や学校司書等に対する研修等を実施することで、学校図書館機
能の充実を図る。

一人あたり年間図書貸出数（冊） 66.9 70

【学校図書館活性化事業】 4,740,000円 0円 0円 6,000円
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基金外

●市内小学校（17校）

予算に関する説明書ページ数 P71

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課

事業進捗度(年度末目標） － 学校管理費

当 初 予 算 額 193,246,000 円

目
的

小学校を運営していく上で必要な経費を確
保し、学校の維持管理を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 小学校管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 小学校費

人件費コスト  B 1.2人役 8,730,000 円 総事業費　　A+B 201,976,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 11,257,000 円

一 般 財 源 181,989,000 円

　学校を運営していく上で必要な経費を確保し、学校運営の充実を図る。また、設置設備等の安全な運転と法令等
を遵守できる状態に維持するため清掃、保守点検業務を執行する。

【小学校施設維持・管理】 193,246,000円 0円 0円 11,257,000円 181,989,000円

一般財源

ＩＣＴ機器導入研修
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基金外

●学校給食実施校 17校(市内全小学校)

●センター給食実施11校

学校名 十神 社日 宇賀荘 南 能義 飯梨 荒島 赤江 広瀬 安田 母里

344 204 39 70 51 38 179 279 214 85 76

●自校給食実施6校

学校名 島田 比田 山佐 布部 井尻 赤屋 計

128 33 12 19 24 31 247

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 小学校給食管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 小学校費

予算に関する説明書ページ数 P71

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課

地　方　債 0 円

そ　の　他 17,035,000 円

一 般 財 源 11,193,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 学校管理費

当 初 予 算 額 28,228,000 円

目
的

学校給食の衛生管理を徹底し、より安全で
安心できるおいしい給食を児童に提供す
る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

【小学校給食管理事業】 28,228,000円 0円 0円 17,035,000円 11,193,000円

一般財源

人件費コスト  B 17.4人役 126,585,000 円 総事業費　　A+B 154,813,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

自校調理場での調理風景

地元食材をふんだんに使用した給食献立や行事食（自校給食）

児童数（人）

児童数（人）

（児童数は令和2年度見込み　R2.1.6現在）

　学校給食の衛生管理及び提供体制を整え、児童に対し安全で安心な給食を提供するとともに、食育の推進を図
る。

合計

1,826

計

1,579



20

20 会計 01

40 款 10

項 02

目 01

A

国定額

●対象学年　内科，眼科，歯科：全学年　　耳鼻咽喉科：１・２・５学年

　血液検査、尿検査、心電図検査を実施し、児童の健康状態を把握し、疾病予防に努める。

●対象学年　血液検査：５学年　尿検査：全学年　心電図検査：１・４学年

インフルエンザ対策事業で購入した加湿器（赤屋小学校）

予算に関する説明書ページ数 P71

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

事業進捗度(年度末目標） － 学校管理費

当 初 予 算 額 8,865,000 円

目
的

学校医と連携を図り、児童の健康管理を充
実する。

財
源
内
訳

国・県支出金 313,000 円

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 小学校保健管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 小学校費

人件費コスト  B 0.3人役 2,182,500 円 総事業費　　A+B 11,047,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 8,552,000 円

　へき地児童生徒援助費等補助金（保健管理費）を活用し、学校医（内科、眼科、耳鼻咽喉科、歯科）、薬剤師に
よる定期健康診断を実施する。児童の健康状態を把握するとともに、疾病の予防及び治療について指導を行う。

【定期健康診断】 5,669,000円 313,000円 0円 0円 5,356,000円

一般財源

　インフルエンザの予防対策として、マスク、ハンドソープ、消毒液、加湿器等を購入し各施設へ配布するとも
に、手洗いやうがいの励行を指導する。

【インフルエンザ対策事業】 400,000円 0円 0円 0円 400,000円

【各種検査】 2,796,000円 0円 0円 0円 2,796,000円
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A

国1/3

基金

　屋内運動場照明設備、バスケットゴール等の落下防止対策工事を行う。

　　●対象校：島田小、荒島小、広瀬小、安田小

　令和4年度以降給食センターから搬入予定の小学校の給食配膳室整備工事に係る実施設計委託を行う。

　　●対象校：比田小、山佐小、布部小、井尻小、赤屋小、島田小

　学校施設の修繕工事等を実施し、学習環境の充実を図る。

　　●主な工事

小学校消防設備改修工事（社日小、赤江小、南小、宇賀荘小、飯梨小、荒島小、広瀬小、

　　　　　　　　　　　　布部小、比田小、山佐小、安田小、母里小、井尻小、赤屋小）

小学校空調設備改修工事（エアコン更新：布部小、山佐小、母里小、安田小、飯梨小）

　　　　　　　　　　　（温風暖房機類改修：比田小、赤屋小）

小学校トイレ改修工事（赤江小、布部小、安田小、飯梨小）

予算に関する説明書ページ数 P71

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課

事業進捗度(年度末目標） － 学校管理費

当 初 予 算 額 73,132,000 円

目
的

施設の維持管理の徹底及び教育環境の安全
確保と向上を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 13,200,000 円

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 小学校整備費 教育費

事業開始年度 令和2年度 小学校費

人件費コスト  B 1.3人役 9,457,500 円 総事業費　　A+B 82,589,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 過疎外 39,500,000 円

そ　の　他 17,000,000 円

一 般 財 源 3,432,000 円

【屋内運動場照明設備等改修事業】 39,600,000円 13,200,000円 23,700,000円 0円 2,700,000円

一般財源

【小学校整備事業】 29,332,000円 0円 11,600,000円 17,000,000円 732,000円

【給食配膳室整備事業】 4,200,000円 0円 4,200,000円 0円 0円

屋内運動場照明設備等改修事業 小学校トイレ改修工事

(照明設備取替、吊りバスケットゴール撤去) （和式トイレを洋式トイレへ改修）
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A

国
県

基金外

　教材備品、図書を整備し教育環境の充実を図る。

　遠距離通学児童の登下校にかかる保護者負担の軽減と安全確保を図る。

　教科書改訂に伴う指導書等の購入。

　理科教育等設備整備補助金（国1/2）を活用し理科等にかかる教材の充実を図る。

　ＩＣＴ環境整備事業

大型提示装置を利用した授業

　社会科副読本作成事業

　　　改訂14版　表紙

予算に関する説明書ページ数 P73

教育費

事業開始年度 令和2年度 小学校費

事業進捗度(年度末目標） － 教育振興費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 小学校教育振興費

総事業費　　A+B 67,473,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

そ　の　他 44,500,000 円

一 般 財 源 16,799,000 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,637,500 円

当 初 予 算 額 63,836,000 円

目
的

児童の学習環境を整えることにより、児童
の学習意欲の向上を図り、創造性豊かな学
習を実践する。

財
源
内
訳

国・県支出金 2,537,000 円

地　方　債 0 円

【小学校教育振興費】 47,168,000円 29,000円 0円 35,500,000円 11,639,000円

【理科教育等設備整備事業】 5,117,000円 2,508,000円 0円 0円 2,609,000円

　小学校３・４学年を対象に３年に１回社会科副読本「わたしたちのふるさと安来」を配布しており、令和３年度
に改訂１５版を配布する。児童に対して安来市の理解を図る。

　新学習指導要領の全面実施に向け、教育のＩＣＴ環境の整備を行う。児童の情報活用能力の育成を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を充実させるため、大型提示装置を令和元年度に各普通教室に配備した。その大型提示装置
に対しての運用・保守等を含めたリース料となる。

【社会科副読本作成事業】 2,550,000円 0円 0円 0円 2,550,000円

【ＩＣＴ環境整備事業】 9,001,000円 0円 0円 9,000,000円 1,000円
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山佐小学校スクールバス（令和元年度更新）

予算に関する説明書ページ数 P73

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

事業進捗度(年度末目標） － 教育振興費

当 初 予 算 額 9,770,000 円

目
的

比田地区・山佐地区・布部地区の小学校統
合に伴い、通学が困難な児童が円滑に登校
できるようにする。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 スクールバス運行事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 小学校費

人件費コスト  B 0.3人役 2,182,500 円 総事業費　　A+B 11,952,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 9,770,000 円

　（スクールバス運行コース）
　●東比田地区～比田小学校
　●奥田原地区～山佐小学校
　●西谷地区～下布部地区～布部小学校

　平成１６年度の比田・山佐・布部各地区の小学校統合により、遠距離通学となる児童が円滑に登下校できるよう
運行をする。また、市内の小中学校の校外活動のための特別臨時便を運行する。
　スクールバスの劣化等による修繕を行う。

【スクールバス運行事業】 9,770,000円 0円 0円 0円 9,770,000円

一般財源
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A

基金外

●市内中学校（5校）

予算に関する説明書ページ数 P73

教育費

事業開始年度 令和2年度 中学校費

事業進捗度(年度末目標） － 学校管理費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 中学校管理費

総事業費　　A+B 83,516,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

そ　の　他 5,438,000 円

一 般 財 源 69,348,000 円

人件費コスト  B 1.2人役 8,730,000 円

当 初 予 算 額 74,786,000 円

目
的

中学校を運営していく上で必要な経費を確
保し、学校の維持管理を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

【中学校施設維持・管理】 74,786,000円 0円 0円 5,438,000円 69,348,000円

教育用端末（指導者用・学習者用）

　学校を運営していく上で必要な経費を確保し、学校運営の充実を図る。また、設置設備等の安全な運転と法令等
を遵守できる状態に維持するため清掃、保守点検業務を執行する。
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　市内全中学校の学校給食の衛生管理及び提供体制を整え、生徒に対し安全で安心な給食を提供する。

　事業費内訳

　●報酬（給食配膳員） 円

　●共済費 円

　●需用費（消耗品費、修繕料） 円

　●役務費（手数料） 円

　●備品購入費 円

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 中学校給食管理費 教育費

事業開始年度 平成30年度 中学校費

予算に関する説明書ページ数 P73

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 給食教育課

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 4,219,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 学校管理費

当 初 予 算 額 4,219,000 円

目
的

市内中学校において、安全・安心かつ円滑
に給食を提供する。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

【中学校給食管理事業】 4,219,000円 0円 0円 0円 4,219,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.1人役 727,500 円 総事業費　　A+B 4,946,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

480,000

仕分け作業（配膳室） 食缶等運搬作業（配膳室）

配膳作業（各教室） 喫食風景（各教室）

11,000

300,000

47,000

3,381,000
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●対象学年　内科・眼科・歯科：全学年　　耳鼻咽喉科：１学年

　血液検査、尿検査及び心電図検査を実施し、生徒の健康状態を把握し、疾病予防に努める。

●対象学年　血液検査：２学年　尿検査：全学年　心電図検査：１学年

インフルエンザ対策事業で購入した加湿器（第一中学校）

予算に関する説明書ページ数 P73

教育費

事業開始年度 令和2年度 中学校費

事業進捗度(年度末目標） － 学校管理費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 中学校保健管理費

総事業費　　A+B 6,775,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 4,593,000 円

人件費コスト  B 0.3人役 2,182,500 円

当 初 予 算 額 4,593,000 円

目
的

学校医と連携を図り、生徒の健康管理を充
実する。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

【定期健康診断】 2,046,000円 0円 0円 0円 2,046,000円

【インフルエンザ対策事業】 150,000円 0円 0円 0円 150,000円

【各種検査】 2,397,000円 0円 0円 0円 2,397,000円

　学校医（内科、眼科、耳鼻咽喉科、歯科）、薬剤師による定期健康診断を実施し、生徒の健康状態を把握すると
ともに、疾病の予防及び治療について指導を行う。

　インフルエンザの予防対策として、マスク、ハンドソープ、消毒液、加湿器等を購入し、各施設へ配布するとと
もに、手洗いやうがいの励行を指導する。
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　学校施設の修繕工事等を実施し、学習環境の充実を図る。

　　●主な工事

中学校消防設備改修工事（一中、三中、広瀬中）

中学校空調設備改修工事（エアコン更新：二中、伯太中、温風暖房機類改修：三中）

中学校トイレ改修工事（三中、伯太中）

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 中学校整備費 教育費

事業開始年度 令和2年度 中学校費

予算に関する説明書ページ数 P73

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課

地　方　債 過疎 6,000,000 円

そ　の　他 7,000,000 円

一 般 財 源 300,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 学校管理費

当 初 予 算 額 13,300,000 円

目
的

施設の維持管理の徹底及び教育環境の安全
確保と向上を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

【中学校整備事業】 13,300,000円 0円 6,000,000円 7,000,000円 300,000円

一般財源

人件費コスト  B 1.3人役 9,457,500 円 総事業費　　A+B 22,757,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

中学校空調設備改修工事 中学校トイレ改修工事

(経年により故障したエアコンの更新) （和式トイレを洋式トイレへ改修）
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　教材備品、図書を整備し教育環境の充実を図る。

　遠距離通学生徒の登下校にかかる保護者負担の軽減と安全確保を図る。

　理科教育等設備整備補助金（国1/2）を活用し理科等にかかる教材の充実を図る。

ＩＣＴ環境整備事業

令和元年度同事業によって整備された

大型提示装置を使用した授業。

　理科教育等設備整備事業

オート除湿顕微鏡保管庫

令和元年度　広瀬中学校

予算に関する説明書ページ数 P73

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 学校教育課

事業進捗度(年度末目標） － 教育振興費

当 初 予 算 額 19,640,000 円

目
的

生徒の学習環境を整えることにより、生徒
の学習意欲の向上を図り、創造性豊かな学
習を実践する。

財
源
内
訳

国・県支出金 3,621,000 円

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 中学校教育振興費 教育費

事業開始年度 令和2年度 中学校費

人件費コスト  B 0.5人役 3,637,500 円 総事業費　　A+B 23,277,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 16,019,000 円

【中学校教育振興費】 11,321,000円 9,000円 0円 0円 11,312,000円

一般財源

　新学習指導要領の全面実施に向け、教育のＩＣＴ環境の整備を行う。生徒の情報活用能力の育成を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を充実させるため、小学校に引き続き中学校に対しても大型提示装置を各普通教室に配備す
る。大型提示装置は、写真や資料を瞬時に拡大表示したり、映像など動的な表示ができる特性があり、ＩＣＴ環境
に適応した教室の中核となる機器である。

　専門的指導者がいない中学校の部活動において実技指導力を備えた地域の指導者の活用を支援する。（県2/3）

【ＩＣＴ環境整備事業】 2,422,000円 0円 0円 0円 2,422,000円

【部活動地域指導者活用支援事業】 4,113,000円 2,720,000円 0円 0円 1,393,000円

【理科教育等設備整備事業】 1,784,000円 892,000円 0円 0円 892,000円
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予算に関する説明書ページ数 P73

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 子ども未来課

事業進捗度(年度末目標） － 幼稚園費

当 初 予 算 額 15,183,000 円

目
的

幼稚園教育向上のため、必要経費を確保し
運営の充実を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 445,000 円

中事業 結婚・出産・子育て支援の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 幼稚園管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 幼稚園費

人件費コスト  B 4.5人役 32,737,500 円 総事業費　　A+B 47,920,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 354,000 円

一 般 財 源 14,384,000 円

　園を運営していく上で必要な経費を確保し、園運営の充実を図る。また、設置設備等の安全な運転と法令等を遵
守できる状態に維持するため清掃、保守点検業務を執行する。

　●市内幼稚園（2園）　安来幼稚園、宇賀荘幼稚園（休園）

【幼稚園管理事業】 14,697,000円 202,000円 0円 354,000円 14,141,000円

一般財源

予算に関する説明書ページ数 P73

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 子ども未来課

　多子世帯の経済的負担を軽減するため、市立幼稚園に入園している第3子以降の4・5歳児の児童に係る給食費の
うち副食費を無料とする。（県1/2）

【給食費助成事業（市立幼稚園）】 486,000円 243,000円 0円 0円 243,000円

事業進捗度(年度末目標） － 幼稚園費

当 初 予 算 額 312,000 円

目
的

園医と連携を図り、幼児の健康管理を充実
する。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 結婚・出産・子育て支援の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 幼稚園保健管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 幼稚園費

人件費コスト  B 0.1人役 727,500 円 総事業費　　A+B 1,039,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 8,000 円

一 般 財 源 304,000 円

　学校保健安全法施行規則に基づき、幼稚園において幼児の健康診断及び尿検査を実施し、入園児の健康状態を把
握することで健康管理を行い、疾病の予防に努める。

【幼稚園保健管理費】 312,000円 0円 0円 8,000円 304,000円

一般財源
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予算に関する説明書ページ数 P73

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 子ども未来課

事業進捗度(年度末目標） － 幼稚園費

当 初 予 算 額 9,342,000 円

目
的

教育・保育の充実した提供のため、必要経
費を確保し運営の充実を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 489,000 円

中事業 結婚・出産・子育て支援の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 幼稚園型認定こども園管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 幼稚園費

人件費コスト  B 4.5人役 32,737,500 円 総事業費　　A+B 42,079,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 333,000 円

一 般 財 源 8,520,000 円

　幼稚園型認定こども園を運営していく上で必要な経費を確保し、園運営の充実を図る。また、設置設備等の安全
な運転と法令等を遵守できる状態に維持するため清掃、保守点検業務を執行する。

　●市内幼稚園型認定こども園（2園）　島田こども園、能義こども園（休園）

【幼稚園型認定こども園管理事業】 9,180,000円 408,000円 0円 333,000円 8,439,000円

一般財源

予算に関する説明書ページ数 P75

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 子ども未来課

【給食費助成事業（市立幼稚型認定こども園）】 162,000円 81,000円 0円 0円 81,000円

　多子世帯の経済的負担を軽減するため、市立幼稚園型認定こども園に入園している第3子以降の4・5歳児の児童
に係る給食費のうち副食費を無料とする。（県1/2）

事業進捗度(年度末目標） － 幼稚園費

当 初 予 算 額 261,000 円

目
的

園医と連携を図り、幼児の健康管理を充実
する。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 結婚・出産・子育て支援の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 幼稚園型認定こども園保健管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 幼稚園費

人件費コスト  B 0.1人役 727,500 円 総事業費　　A+B 988,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 2,000 円

一 般 財 源 259,000 円

　学校保健安全法施行規則に基づき、幼稚園型認定こども園において幼児の健康診断及び尿検査を実施し、入園児
の健康状態を把握することで健康管理を行い、疾病の予防に努める。

【幼稚園型認定こども園保健管理費】 261,000円 0円 0円 2,000円 259,000円

一般財源
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中事業 青少年の健全育成
予
算
科
目

一般会計

小事業 社会教育総務費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

予算に関する説明書ページ数 P75

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 地域振興課

地　方　債 0 円

そ　の　他 7,000 円

一 般 財 源 4,273,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 社会教育総務費

当 初 予 算 額 4,280,000 円

目
的

社会教育活動の活性化を進め、地域教育力
の向上を図る。地域資源を活用した体験学
習を通して青少年健全育成の推進を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

【社会教育事業】 3,542,000円 0円 0円 7,000円 3,535,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.5人役 3,637,500 円 総事業費　　A+B 7,917,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

　社会教育活動に携わる社会教育主事を雇用し、「やすぎ子ども探検隊」を中心に青少年教育を実施する。
　学校・地域・家庭の連携と地域教育力の向上を図るために、社会教育委員の会を開催する。

【成人式開催事業】 738,000円 0円 0円 0円 738,000円

  新成人の門出を祝うために成人式を開催し、大人としての自覚と「ふるさと安来市」を愛する心を養う。

↑はじめてのキャンプ

３年生対象
↑大山自然体験（沢登り）

４年生から６年生対象

←科学実験教室

令和２年安来市成人式

↑はじめてのキャンプ

３年生対象
↑大山自然体験（沢登り）

４年生から６年生対象

←科学実験教室
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　広瀬地区放課後支援事業（下山佐であそぼう） 　　　地域住民による授業支援（家庭科）

予算に関する説明書ページ数 P75

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 地域振興課

事業進捗度(年度末目標） － 社会教育総務費

当 初 予 算 額 1,560,000 円

目
的

地域住民が積極的に教育や子育て支援にか
かわる環境づくりを進め、学校・家庭・地
域住民の連携する仕組みを作ることによ
り、社会全体の教育力向上を図る。財

源
内
訳

国・県支出金 1,040,000 円

中事業 青少年の健全育成
予
算
科
目

一般会計

小事業 結集子育て協働プロジェクト事業費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

人件費コスト  B 0.6人役 4,365,000 円 総事業費　　A+B 5,925,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 520,000 円

　学校支援・放課後支援・家庭支援を総合的に調整する地域コーディネーターを中学校区に配置し、地域内の連携
により、地域全体で子育てに関わる仕組みと意識の醸成を図る。
　子育て支援に携わる地域人材の育成のための研修を行う。

【結集子育て協働プロジェクト事業】 1,560,000円 1,040,000円 0円 0円 520,000円

一般財源
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【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

　安来、広瀬、伯太の３中央交流センターについて保守点検の業務委託等、施設の維持管理を行う。

予算に関する説明書ページ数 P75

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 地域振興課

事業進捗度(年度末目標） － 公民館費

当 初 予 算 額 3,178,000 円

目
的

中央交流センター及び地区交流センターの
共通する業務において入札契約等を包括的
に行い、コスト削減や事務の効率化を図
る。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 地域コミュニティの育成
予
算
科
目

一般会計

小事業 公民館総務費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

人件費コスト  B 0.3人役 2,182,500 円 総事業費　　A+B 5,360,500 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 3,178,000 円

【交流センター包括事業】 3,178,000円 0円 0円 0円 3,178,000円

予算に関する説明書ページ数 P75

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 地域振興課

事業進捗度(年度末目標） － 公民館費

当 初 予 算 額 23,297,000 円

目
的

中央交流センターの維持管理を行い、生涯
学習の場を提供するとともに、地区交流セ
ンターの包括的支援を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 地域コミュニティの育成
予
算
科
目

一般会計

小事業 中央公民館管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

人件費コスト  B 0.4人役 2,910,000 円 総事業費　　A+B 26,207,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,809,000 円

一 般 財 源 21,488,000 円

【中央交流センター維持管理事業】 23,297,000円 0円 0円 1,809,000円 21,488,000円
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　各地区交流センターの施設管理及び特色ある地域づくりを行うための地域振興事業を行う。

　

予算に関する説明書ページ数 P75

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 地域振興課

事業進捗度(年度末目標） － 公民館費

当 初 予 算 額 169,552,000 円

目
的

地域コミュニティの中核である地区交流セ
ンターを中心に、地域振興事業や社会教育
活動を通じて地域力の醸成を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 地域コミュニティの育成
予
算
科
目

一般会計

小事業 地区公民館管理費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

人件費コスト  B 0.9人役 6,547,500 円 総事業費　　A+B 176,099,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 過疎 13,800,000 円

そ　の　他 29,526,000 円

一 般 財 源 126,226,000 円

　人づくりの拠点である交流センターが、地域住民と共に地域の課題を掘り下げ、その解決に向けた学習実践活動
を行う。

【地区交流センター維持管理運営事業】 169,552,000円 0円 13,800,000円 29,526,000円 126,226,000円

一般財源

菅原交流センター

「地域ビジョンワークショップ」

吉田交流センター

「文化祭での子ども会餅つき」

広瀬交流センター

「ふれあいコンサート」
吉田交流センター

「文化祭での子ども会餅つき」

広瀬交流センター

「ふれあいコンサート」
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基金

水銀灯使用箇所

予算に関する説明書ページ数 P75

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 地域振興課

事業進捗度(年度末目標） － 公民館費

当 初 予 算 額 1,543,000 円

目
的

中央交流センター施設の整備及び改修工事
を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 地域コミュニティの育成
予
算
科
目

一般会計

小事業 中央公民館整備費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

人件費コスト  B 0.1人役 727,500 円 総事業費　　A+B 2,270,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,500,000 円

一 般 財 源 43,000 円

　伯太中央交流センターの水銀灯使用箇所をＬＥＤ化する工事を行う。

【中央交流センター施設整備事業】 1,543,000円 0円 0円 1,500,000円 43,000円

一般財源
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【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

　地区交流センターを適正に管理し安全に利用するため、老朽化した施設の改修等を行う。

予算に関する説明書ページ数 P75

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 地域振興課

事業進捗度(年度末目標） － 公民館費

当 初 予 算 額 8,000,000 円

目
的

地区交流センター施設の整備及び改修工事
を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 地域コミュニティの育成
予
算
科
目

一般会計

小事業 地区公民館整備費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

人件費コスト  B 0.1人役 727,500 円 総事業費　　A+B 8,727,500 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 8,000,000 円

一 般 財 源 0 円

【地区交流センター施設整備事業】 8,000,000円 0円 0円 8,000,000円 0円

交流センター施設改修工事（能義交流センター）
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　●市民の学びをサポ－トし、ニーズや課題解決のための資料・情報を整備し提供する。

　●乳幼児・児童の読書普及のため、絵本・児童書を充実・整備し、健全育成を図る。

　●県立図書館をはじめ、他図書館と連携し、市民の読みたい本を提供する。

予算に関する説明書ページ数 P75

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

事業進捗度(年度末目標） － 図書館費

当 初 予 算 額 64,174,000 円

目
的

生涯学習の場として市民の知る権利を保障
する。また、図書、記録その他必要な資料
を収集・整理・保存し、一般市民の利用に
供し、文化の発展に資する。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 生涯学習の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 市立図書館費 教育費

事業開始年度   令和2年度 社会教育費

人件費コスト  B 1.0人役 7,275,000 円 総事業費　　A+B 71,449,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 2,187,000 円

一 般 財 源 61,987,000 円

　●図書館から遠距離の住民サービスを図るため、交流センター・介護施設、保育園等と連携し巡回図書、団体貸
出を実施する。

　●講演会・展示会・おはなし会・クリスマス会等の行事を開催し、市民の憩いの場として利用の促進を図る。

　●インタ－ネットの活用と図書館車の定期的運行により、市内３館（室）が連携し、図書の市内全域サービス網
を構築する。

【市立図書館運営事業】 64,174,000円 0円 0円 2,187,000円 61,987,000円

一般財源
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　●総合文化ホールの緊急修繕

　●総合文化ホールのバッテリー交換（舞台音響設備・空調関係）

　※バッテリー交換を行わない場合、本番公演中の舞台音響電源及び空調が入らない恐れがあるため。

予算に関する説明書ページ数 P77

教育費

事業開始年度   令和2年度 社会教育費

事業進捗度(年度末目標） － 文化芸術施設費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化スポーツ振興課

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 総合文化ホール整備事業費

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 2,497,000 円

人件費コスト  B 0.6人役 4,365,000 円

当 初 予 算 額 2,497,000 円

目
的

「演じる」「観る・聴く」「集う」を基本
理念とした総合文化ホールの環境整備を行
い、安来市の活性化につながる「まちづく
り」「ひとづくり」の拠点施設となるよう
目指す。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

【総合文化ホール整備事業】 2,497,000円 0円 0円 0円 2,497,000円

総事業費　　A+B 6,862,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源
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　安来市総合文化ホール「アルテピア」の管理運営を指定管理者に委託する。

指定管理者 ：有限会社アクティブ・プロ・株式会社ＪＴＢ松江支店共同事業体

指定管理期間 ：H29.6.1～R3.3.31

　市民に気軽に発表できる機会の提供と鑑賞をする機会を提供し、文化芸術への関心を高める。

　文化祭　市民音楽祭の様子 　美術展　合評会の様子

　総合文化ホール施設利用料（安来市利用分）　ほか

予算に関する説明書ページ数 P77

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化スポーツ振興課

事業進捗度(年度末目標） － 文化芸術施設費

当 初 予 算 額 168,201,000 円

目
的

「演じる」「観る・聴く」「集う」を基本
理念に掲げ、まちづくり・ひとづくりの拠
点施設となるよう管理運営を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 総合文化ホール運営費 教育費

事業開始年度   令和2年度 社会教育費

人件費コスト  B 2.0人役 14,550,000 円 総事業費　　A+B 182,751,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 29,000 円

一 般 財 源 168,172,000 円

成果指標 現状値 目標値

【総合文化ホール運営事業】 160,000,000円 0円 0円 29,000円 159,971,000円

一般財源

1,250,000円

【その他文化振興事業】 6,951,000円 0円 0円 0円 6,951,000円

安来市総合文化ホール入館者数（年間） 150,000 150,000

【総合文化祭、美術展開催事業】 1,250,000円 0円 0円 0円



20

60 会計 01

20 款 10

項 05

目 04

A

使用料外

予算に関する説明書ページ数 P77

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

事業進捗度(年度末目標） － 文化芸術施設費

当 初 予 算 額 49,246,000 円

目
的

和鋼博物館、金屋子神話民俗館について鉄
に関わる歴史、文化等に関する資料の収
集・保管・展示及び調査研究を行い、市民
の利用に供し、文化の発展に資する。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 和鋼博物館費 教育費

事業開始年度   令和2年度 社会教育費

人件費コスト  B 1.0人役 7,275,000 円 総事業費　　A+B 56,521,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 6,798,000 円

一 般 財 源 42,448,000 円

●上記を中心とした事業を展開し、情報発信等により入館者の増加を目指す。

成果指標

●和鋼博物館三大柱である「ハガネ」「たたら」「日本刀」の事業及び研究を行う。

●市内の児童・生徒や住民の参加しやすい事業を行う。

●企業・大学・和鋼博物館友の会と連携し、伝統（古代たたら復元操業）及び研究を行う。

【和鋼博物館管理運営業務】 38,057,000円 0円 0円 3,992,000円 34,065,000円

一般財源

現状値 目標値

●和鋼博物館空調設備改修、屋外アプローチ床修繕等を行う。

【学芸関係事業】 4,460,000円 0円 0円 2,592,000円 1,868,000円

2,775,000円

●金屋子神話民俗館の管理と運営を行う。

【鉄の歴史博物館改修事業】 3,740,000円 0円 0円 0円 3,740,000円

和鋼博物館入場者数（年間）

【金屋子神話民俗館管理運営業務】 2,989,000円 0円 0円 214,000円

9.1千人（H30) 9.5千人

●企画展示開催、資料保存・修復、公開講座開催業務を行う。
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【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

　はくた文化学習館について保守点検の業務委託等、施設の維持管理を行う。

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 文化学習館費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

予算に関する説明書ページ数 P77

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 地域振興課

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 3,899,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 文化芸術施設費

当 初 予 算 額 3,899,000 円

目
的

市民の生涯にわたる学習活動を支援し、文
化の充実と振興を推進するため、はくた文
化学習館の施設の維持管理を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

【文化学習館維持管理事業】 3,899,000円 0円 0円 0円 3,899,000円

人件費コスト  B 0.2人役 1,455,000 円 総事業費　　A+B 5,354,000 円
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　民俗資料の整理・移動を進め、老朽化した収蔵庫の機能移転、集約を図る。

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 歴史・民俗資料館費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

予算に関する説明書ページ数 P77

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,169,000 円

一 般 財 源 4,597,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 文化芸術施設費

当 初 予 算 額 5,766,000 円

目
的

展示品・収蔵品の保護に努め、将来にわた
る文化伝承に資するとともに市民文化の醸
成を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

【歴史資料館管理運営事業】 5,450,000円 0円 0円 1,169,000円 4,281,000円

一般財源

人件費コスト  B 1.0人役 7,275,000 円 総事業費　　A+B 13,041,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

歴史資料館入場者数（年間）

【民俗資料館管理運営事業】 167,000円 0円 0円 0円

成果指標

　安来市の歴史を体系的に理解できるような展示を心がけ、資料収集・保存や分析を通して、安来市の歴史を知る
上での資料整備と活用を進める。また、企画展等の開催を通じて、児童・生徒の地域・歴史学習や市民の生涯学習
に利用しやすい環境を整える。

現状値

5.6千人（H30)

目標値

5.6千人

【民俗資料館改修事業】 149,000円 0円 0円 0円 149,000円

167,000円

　安来市の民俗を体系的に理解できるような展示を心がけ、安来市の民俗を知る上での資料整備と活用を進める。
また、小学校の授業等、児童・生徒の地域・歴史学習に利用しやすい環境を整える。
民俗資料館と各民俗資料収蔵庫の資料整理を進め、適切な保存管理に努める。
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　市内の文化財の保護と活用を行うため、安来市文化財保護委員の会を開催し、専門的事項を調査審議する。

　また安来市にまつわる歴史・文化について、市民を対象とした講座を2回開催する。

予算に関する説明書ページ数 P77

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

事業進捗度(年度末目標） － 文化財保護費

当 初 予 算 額 1,406,000 円

目
的

歴史資料である指定文化財等の保護に努
め、またそれを活用することにより、地域
づくり、まちづくりの振興に寄与する。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 文化財総務費 教育費

事業開始年度 令和2年度 社会教育費

人件費コスト  B 1.0人役 7,275,000 円 総事業費　　A+B 8,681,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,406,000 円

【文化財総務事業】 772,000円 0円 0円 0円 772,000円

一般財源

　平成28年1月に2市1町（安来市、松江市、愛知県大口町）で発足した堀尾吉晴公共同研究会の負担金。令和2年度
はこれまでの研究の成果をまとめた報告書を作成する。

 「安来港と安来の町並み」が日本遺産の構成文化財に認定されたことを受け、資料調査と発掘調査を手がかりに
鉄の積出港安来の実像を明らかにする。今年度は安来市周辺及び出雲鉄取引先に伝わる資料の調査を行う。

【堀尾吉晴公共同研究会】 250,000円 0円 0円 0円 250,000円

【鉄の積出港安来の調査研究】 384,000円 0円 0円 0円 384,000円
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国1/2
県定額

基金

予算に関する説明書ページ数 P77

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

事業進捗度(年度末目標） 91% 文化財保護費

当 初 予 算 額 73,108,000 円

目
的

月山富田城の整備を行うことにより、貴重
な文化財を後世に残すと共に文化財を活か
したまちづくりを進める。

財
源
内
訳

国・県支出金 18,291,000 円

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 史跡富田城整備事業費 教育費

事業開始年度 平成27年度 社会教育費

人件費コスト  B 1.3人役 9,457,500 円 総事業費　　A+B 82,565,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 一般補助 12,900,000 円

そ　の　他 40,000,000 円

一 般 財 源 1,917,000 円

　月山富田城跡を地域のシンボルとして、観光資源あるいは生涯学習の場として活用できるよう城跡の顕在化を図
るよう、令和２年度は千畳平、山中御殿、山頂部地区の整備、歴史資料館のガイダンス施設整備を行う。

【史跡富田城跡整備事業】 49,111,000円 17,366,000円 12,900,000円 18,000,000円 845,000円

一般財源

　月山富田城跡の保存活用を実施するにあたって、事前に史跡地内の公有地化を図る。令和２年度は太鼓壇地区の
買上げを実施する。

【史跡富田城跡発掘調査事業】 1,850,000円 925,000円 0円 0円 925,000円

【史跡富田城跡買上げ事業】 22,147,000円 0円 0円 22,000,000円 147,000円

　月山富田城跡の保存活用を実施するにあたって、事前に基礎データを得るために調査を実施する。令和２年度
は、千畳平地区の石垣調査、富田城跡関連陣城群の地形調査を実施する。

【整備事業】千畳平地区整備

【発掘調査事業】千畳平地区石垣測量

【整備事業】歴史資料館ガイダンス整備

【整備事業】山中御殿地区整備

【整備事業】山頂部地区整備

完成予想図

【整備事業】千畳平地区整備

【発掘調査事業】千畳平地区石垣測量

【整備事業】歴史資料館ガイダンス整備

【整備事業】山中御殿地区整備

【整備事業】山頂部地区整備

完成予想図
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　発掘調査によって出土した遺物等の記録保存のため、整理作業を進める作業室の管理を行う。
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中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 発掘調査事業費 教育費

事業開始年度   令和2年度 社会教育費

予算に関する説明書ページ数 P77

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 874,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 文化財保護費

当 初 予 算 額 1,609,000 円

目
的

各種開発事業を円滑に進めるため、開発予
定地の分布・試掘調査を行い、埋蔵文化財
の有無について確認する。また重要遺跡に
ついてその範囲・性格等を確認する。財

源
内
訳

国・県支出金 735,000 円

【市内遺跡発掘調査等】 1,473,000円 735,000円 0円 0円 738,000円

一般財源

人件費コスト  B 1.0人役 7,275,000 円 総事業費　　A+B 8,884,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

予算に関する説明書ページ数 P77

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

　各種開発調査に先立ち、埋蔵文化財の有無を確認するために試掘調査や、重要遺跡の範囲確認調査を行う。

【文化財整理作業室管理事業】 136,000円 0円 0円 0円 136,000円

事業進捗度(年度末目標） － 文化財保護費

当 初 予 算 額 9,251,000 円

目
的

史跡公園等の管理運営を行い、来訪者の利
便性の確保と文化財の活用を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 史跡公園管理費 教育費

事業開始年度  令和2年度 社会教育費

人件費コスト  B 1.0人役 7,275,000 円 総事業費　　A+B 16,526,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 21,000 円

一 般 財 源 9,230,000 円

　古代出雲王陵の丘造山公園の管理者を地元団体にすることにより、行政と地域が一体となった地域振興を展開
し、同公園の有効活用を進めるための指定管理料。

【古代出雲王陵の丘造山公園指定管理事業】 2,174,000円 0円 0円 0円 2,174,000円

一般財源

　古代出雲王陵の丘造山公園の施設修繕工事を行う。

　史跡公園等を保護活用するための維持管理経費。

【史跡公園整備事業】 1,500,000円 0円 0円 0円 1,500,000円

【史跡公園管理事業】 5,577,000円 0円 0円 21,000円 5,556,000円
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　●人権同和教育指導講師（２名）による啓発活動の実施

　●安来市人権・同和教育推進協議会の活動の推進

　　団体・学校・保育、企業、地域、行政の４部会において、啓発活動を行う。

　　（主な事業）

　　　人権フェスティバル「つなげて未来や」の開催

　　　安来市企業等人権・同和問題研修会の開催

　　　各地区人権・同和教育推進協議会の活動支援

令和元年度の

人権フェスティバルの様子

予算に関する説明書ページ数 P79

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 人権施策推進課

事業進捗度(年度末目標） － 人権同和教育費

当 初 予 算 額 7,162,000 円

目
的

人権・同和問題の早期解決、あらゆる人権
課題の啓発のため、地域と行政が一体と
なった取り組みを推進する。

財
源
内
訳

国・県支出金 277,000 円

中事業 人権尊重・男女共同参画・平和行政の推進

予
算
科
目

一般会計

小事業 人権同和教育総務費 教育費

事業開始年度  令和2年度 社会教育費

人件費コスト  B 1.0人役 7,275,000 円 総事業費　　A+B 14,437,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 14,000 円

一 般 財 源 6,871,000 円

【人権同和教育事業】 7,162,000円 277,000円 0円 14,000円 6,871,000円

一般財源

人権啓発に関する講座の実施回数 30 40

成果指標 現状値 目標値
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　指定管理者へ施設の管理運営を委託し、施設管理と展示及び企画・運営を行う。

予算に関する説明書ページ数 P79

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化財課

事業進捗度(年度末目標） － 文化振興費

当 初 予 算 額 8,776,000 円

目
的

安来市の文化・芸術活動の振興を図り、市
民の文化向上に資する。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 文化振興費 教育費

事業開始年度   令和2年度 社会教育費

人件費コスト  B 1.0人役 7,275,000 円 総事業費　　A+B 16,051,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 8,776,000 円

【加納美術館管理事業】 8,776,000円 0円 0円 0円 8,776,000円

一般財源
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　　スポーツ振興くじ助成      　 6,336,000円

中事業 スポーツ活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 保健体育総務費 教育費

事業開始年度   令和2年度 保健体育費

予算に関する説明書ページ数 P79

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化スポーツ振興課

地　方　債 　　 0 円

そ　の　他 21,196,000 円

一 般 財 源 89,488,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 保健体育総務費

当 初 予 算 額 110,684,000 円

目
的

スポーツ・レクリエーション活動の推進及
び活性化を図り、市民の健康づくりの促進
と交流人口の拡大を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

【スポーツ推進審議会開催事業】 103,000円 0円 0円 0円 103,000円

一般財源

人件費コスト  B 1.7人役 12,367,500 円 総事業費　　A+B 123,051,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

【スポーツ推進委員に関する事業】 1,445,000円 0円 0円 0円 1,445,000円

　スポーツ競技・文化活動の国際大会及び全国大会に出場（出展）する個人及び団体に対して安来市スポーツ・文
化全国大会等出場激励金を交付する。

　第2期安来市スポーツ推進計画の進捗管理等を行うとともに、条例改正等の審議を諮る。（年2回開催予定）

【文化・スポーツ活動全国大会等派遣支援事業】 540,000円 0円 0円 0円 540,000円

5,989,000円

　マラソン大会を通じて市民の体力づくりと健康への意識付けや、子どもたちに幼少期よりスポーツに親しむきっ
かけを提供することにより体力の向上を図り、市民の一体感を育むとともに、市内外からのマラソン愛好家や観光
客を迎え、安来市の情報や魅力を広く発信していく。

　●第16回なかうみマラソン全国大会の概要

　　期日：令和2年11月1日（日）

　　場所：和鋼博物館前広場

　　コース：（計測）ハーフマラソン、10km、5km、2km

　●島根スサノオマジック「夢授業」事業
　安来市内の小学校に島根スサノオマジックの選手を招
き、児童と一緒に体育の授業等を行うことにより、児童
の運動への関心を高め体力向上と健全育成を図る。（2
校で実施予定）
　●島根スサノオマジック
　　「バスケットボールクリニック」事業
　島根スサノオマジックの選手を講師に招き、市内の小
中学生等を対象とした合同のバスケットボール教室を開
催し、技術力の向上とバスケットボールを学ぶ児童生徒
の交流を図る。

【なかうみマラソン全国大会開催事業】 12,331,000円 0円 0円 6,342,000円

　安来市スポーツ推進委員を38名委嘱し、地域のスポーツ活動において積極的にリーダーシップと指導力を身に付
け実践するため、委員が組織する連絡協議会で研修機会を設け、自らの意識改革とスキルアップを図る。また、委
員の主導による障がい者スポーツの普及や安来市体力テスト等を行う。

【島根スサノオマジック関連事業】 276,000円 0円 0円 0円 276,000円

　　　　　　（非計測）ファミリーマラソン2km、

　　　　　　　　ウオーキング4km、ウオーキング8km

なかうみマラソン　沿道での声援

バスケットボールクリニックの様子バスケットボールクリニックの様子



　●ニュースポーツ用具購入

　　　　※広瀬中央公園総合体育館耐震改修工事に伴う利用者減を見込む

【安来市体育協会補助事業】 11,600,000円 0円 0円 0円 11,600,000円

　体育施設の管理運営を指定管理者に委託し、スポーツ事業の促進と体育施設の利用者増を図る。

【体育文化施設指定管理事業】 81,475,000円 0円 0円 14,849,000円 66,626,000円

成果指標 現状値 目標値

指定管理体育施設利用者数（人） 147,000 124,000

　●東京2020オリンピック聖火リレーの開催

　　期日：令和2年5月17日（日）　スタート地点：安来駅前ロータリー　ゴール地点：ホームセンター前

　●東京2020パラリンピック聖火フェスティバルの開催

　　期日：令和2年8月15日（土）、16日（日）　安来市内で採火、出立式を実施

　●スポーツ指導者研修会の開催

　●体育施設保険加入等

　安来市体育協会に補助金を交付し、市内スポーツの競技力向上、スポーツ・レクリエーション活動の推進に資す
る事業を行うことで、市民のスポーツに対する意識の高揚を図る。

【その他スポーツ振興事業】 2,914,000円 0円 0円 5,000円 2,909,000円
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＊第２次安来市総合計画の成果指標

予算に関する説明書ページ数 P79

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化スポーツ振興課

事業進捗度(年度末目標） － 体育施設費

当 初 予 算 額 15,436,000 円

目
的

適切な体育施設の管理のもと、スポーツの
場を提供するとともに、利用者の利便性向
上を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 スポーツ活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 体育施設管理費 教育費

事業開始年度   令和2年度 保健体育費

人件費コスト  B 0.7人役 5,092,500 円 総事業費　　A+B 20,528,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 807,000 円

一 般 財 源 14,629,000 円

　体育施設の維持管理、施設修繕を行い、安全で快適なスポーツ環境を提供する。

　体育施設の除草等の環境整備を行い、安全の確保に努める。

【体育施設修繕事業】 5,000,000円 0円 0円 0円 5,000,000円

【体育施設環境整備事業】 674,000円 0円 0円 0円 674,000円

一般財源

　　　広瀬中央公園（野球場、総合体育館、庭球場、陸上競技場）

　●修繕計画施設

　　　市民体育館、安来運動公園、広瀬中央公園、伯太運動広場等

【体育施設管理事業】 9,762,000円 0円 0円 807,000円 8,955,000円

　●管理施設

　　うち社会体育施設

　　　安来球場、安来西部球場、伯太運動広場、安来南体育館、広瀬体育館、伯太体育館、

　　　広瀬勤労者体育センター、東比田運動広場、山佐運動広場

　　うち都市公園施設

　　　安来公園（市民体育館）、安来運動公園（野球場、陸上競技場、庭球場、市民プール）、

　体育施設の保守点検を行い、適切な施設運営を行う。

　●伯太体育館管理業務

　●広瀬勤労者体育センター管理指導業務

　●伯太体育館自家用電気工作物保安管理業務

　●安来西部球場浄化槽維持管理業務

　●光熱水費等管理経費

成果指標 現状値 目標値

直営体育施設利用者数（人） 26,000 25,000

成果指標 現状値 目標値

　公共体育施設利用者数（単年）
　（公園体育施設・社会体育施設）（千人）

176 193
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予算に関する説明書ページ数 P79

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化スポーツ振興課

事業進捗度(年度末目標） 50% 体育施設費

当 初 予 算 額 250,000,000 円

目
的

老朽化した施設及び設備の改修を行い、安
全、快適な施設を提供する。施設の利便性
を向上させ、利用者人口の拡大を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 6,362,000 円

中事業 スポーツ活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 体育施設整備費 教育費

事業開始年度 令和2年度 保健体育費

人件費コスト  B 0.9人役 6,547,500 円 総事業費　　A+B 256,547,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 過疎 243,600,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 38,000 円

　体育施設の施設改修及び整備を行い、安全で快適なスポーツ環境を提供する。

　●広瀬中央公園総合体育館耐震改修工事

【体育施設整備事業】 250,000,000円 6,362,000円 243,600,000円 0円 38,000円

一般財源

　広瀬中央公園総合体育館は、耐震診断を実施した結果、発震時に崩壊する危険性があるとの評価を受けた。これ
により、発災時の避難所にも指定される当該施設について、国の補助金を受けて基準を満たすように耐震改修を行
うと共に、特定天井である落下の防止対策として、天井改修を行う。築４０年以上経過し老朽化した建物の屋根も
耐震改修工事に併せて改修する。（令和2年度と令和3年度の2ヶ年で工事を実施、工事監理業務を含む。）

体育館外景（現状） 屋根の錆発生による腐食

大体育館側面図（改修後イメージ）

大体育館正面図（改修後イメージ）

大体育館側面図（改修後イメージ）

大体育館正面図（改修後イメージ）
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【市民プール業務委託事業】

【市民プール維持管理経費】

予算に関する説明書ページ数 P79

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化スポーツ振興課

事業進捗度(年度末目標） － 体育施設費

当 初 予 算 額 53,289,000 円

目
的

市民のスポーツ活動や健康増進、高齢期に
おける介護予防の場である水泳プール（屋
内）施設の適切な運営・管理を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 スポーツ活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 市民プール事業費 教育費

事業開始年度   令和2年度 保健体育費

人件費コスト  B 0.3人役 2,182,500 円 総事業費　　A+B 55,471,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 47,613,000 円

一 般 財 源 5,676,000 円

　市民の健康増進や競技力向上、高齢者の介護予防対策等のため、スイミングスクール業務を委託し運営を行う。

42,973,000円 0円 0円 42,973,000円 0円

一般財源

スイミングスクール会員数の推移

スイミングスクールの様子

　市民プールの維持管理を行う。

10,316,000円 0円 0円 4,640,000円 5,676,000円

成果指標 現状値 目標値

安来市民プール利用者数（人） 45,000 44,000

単位：人
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諸収入

　事業費内訳

　●報酬等（育児休業代替） 円

　●需用費（消耗品費、燃料費、光熱水費等） 円

　●役務費（手数料、火災保険料等） 円

　●委託料（調理、炊飯、配送、警備、保守点検等） 円

　●備品購入費 円

　●その他 円

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 給食教育課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 給食センター管理費

予算に関する説明書ページ数 P79

当 初 予 算 額 205,228,000 円

目
的

給食センターの管理運営を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

教育費

事業開始年度 令和2年度 保健体育費

事業進捗度(年度末目標） － 給食施設費

総事業費　　A+B 241,603,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

そ　の　他 6,000 円

一 般 財 源 205,222,000 円

人件費コスト  B 5.0人役 36,375,000 円

【給食センター管理事業】 205,228,000円 0円 0円 6,000円 205,222,000円

見学窓から見た調理風景 和え物調理作業

副食コンテナ配送作業 お月見献立

2,483,000

25,711,000

1,144,000

175,635,000

110,000

145,000

　令和2年度は、第一中学校、第二中学校、第三中学校、広瀬中学校、伯太中学校、社日小学校、赤江小学校、荒
島小学校、広瀬小学校、安田小学校、母里小学校、安来幼稚園に加え、新たに十神小学校、飯梨小学校、能義小学
校、南小学校、宇賀荘小学校に給食を配食する。（合計約3,100食分）



20

20 会計 01

82 款 10

項 06

目 03

A

基金

　蒸気ヒーター・・・飽和蒸気の潜熱を利用して温風を発生させるヒーター

※イメージ

予
算
科
目

一般会計

小事業 給食センター施設整備費

予算に関する説明書ページ数 P79

教育費

事業開始年度 令和2年度 保健体育費

事業進捗度(年度末目標） － 給食施設費

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 給食教育課

中事業 学校教育の充実

総事業費　　A+B 4,830,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

そ　の　他 4,000,000 円

一 般 財 源 103,000 円

人件費コスト  B 0.1人役 727,500 円

目
的

給食センターの施設整備を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

【給食センター整備事業】 4,103,000円 0円 0円 4,000,000円 103,000円

ダクト機械室

蒸気ヒーター

　ダクト機械室の蒸気ヒーターが破損して使用不可となり、冬季の調理場内の暖房が効かなくなったため、蒸気
ヒーターの入替工事を実施する。

当 初 予 算 額 4,103,000 円

蒸気ヒーター

ダクト機械室

蒸気ヒーター

ダクト機械室


